
様ざまな訓練について 
 昨今、大地震が予想されたり、各地に大雨による

洪水が発生し、被害が出たりなど、様ざまな災害が

心配されます。保育園では、毎月、火災避難訓練を

実施し、月によっては地震、水害などの訓練もおこな

っています。９月末にはにじ組さんみんなで第二みみ

ょうこども園に行き、大きな消防車を見て、消防士さ

んより火事についての話も聞きました。子どもたちみ

んなが、大切の命を守るという意識をもてるといいな

と思うところです。 

                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 火 頭髪検査 

２ 水 剣道（にじ：しろ組） 

３ 木  

４ 金  

５ 土 手作り弁当（にじ組） 

６ 日  

７ 月 乳児園 健康診断（内科・耳鼻科・眼科） 

８ 火  

９ 水 剣道（にじ：しろ組） 

１０ 木 体操教室（にじ組） 

１１ 金  

１２ 土 手作り弁当（にじ組） 

１３ 日  

１４ 月 スポーツの日 

１５ 火  

１６ 水 剣道（にじ：しろ組） 

１７ 木  

１８ 金  

１９ 土 園開放・手作り弁当（にじ組） 

20 日  

２１ 月 幼児園 健康診断（内科・耳鼻科・眼科） 

２２ 火 おはなしよしこさん読み語り（にじ組） 

２３ 水 剣道（にじ：しろ組） 

２４ 木 身体計測 

２５ 金 避難訓練・誕生会 

２６ 土 園開放・手作り弁当（にじ組） 

２７ 日  

２８ 月  

２９ 火 いも掘り（にじ：しろ組） 

３０ 水 剣道（にじ：しろ組） 

３1 木  

１０月の園だより １０月の行事予定 

【読 書 週 間】 

毎年、１０月２７日～１１月９日までの２週間は、読

書週間とされています。秋の夜長に、時には気分を

変えて、お子さんとあたたかい飲み物を飲んだり 

しながら、まったりと絵本を見られるのもいい 

のではないでしょうか。 

  

 

令和６年１０月 

日出みみょう乳児園  

           幼児園 

一緒に子どもたちの育ち支えていきましょう 【今後の行事】  

★１１月３０日（土） 

      ひのでアート展 

             全クラス参加行事 

★１２月１０日（火）・１１日（水）１３日（木） 

    参観ウイークを実施します 

３日のうちの１日、お仕事の調整をしていただき、

都合のよい日にぜひ、園にお越しください。お子さ

んの日頃の様子を見ていただければと思います。 

★１月２５日（土） 

     生活発表会  

           幼児園にじ組の参加行事 

★今月は、健康診断があります。体調面で気になることが 

ありましたら、事前に職員へお知らせください。 

9月13日（金）～14日（土）、猛暑の中、似島でのお泊り保育に挑んだしろぐみさん。 

現地では、日常なかなかできないあそびに友だちと一緒になって楽しみ、「もっともっとやりたい」という

感情であふれていました。一方、タイムスケジュールに沿った食事、入浴、身の回りのことなどの生活面のこ

とは、保育者の話をよく聞いて、どのようにやったらいいのかを自分で考え、その上でわからなかったり、迷

った時には、保育者や友だちにたずねたりと、自分のことは自分でやろうとする様子が見られました。なか

には、気をきかせ、周りの人にも声をかけ、教えてあげようとする姿もあり、先月の園だよりでお話した、お泊

り保育のねらい以上の様子だなと感じました。ですが、頼もしいしろぐみさんの様子は、お泊り保育だから

特別というわけではありません。これまで、日々、育んできた力がその日も発揮されたのでしょう。 

日々の園での様子を見てみると、乳児園では、赤ちゃんと１歳児が一緒に過ごしていた際、一人の赤ちゃ

んが１歳児に近づき、しきりに口を触ろうとしても、１歳児は、嫌がりもせず、「はははは」と笑って触らせてあ

げ、その後、二人でじーっと見つめ合っていました。言葉はなくとも、子ども同士で気持ちが通じあっている

のでしょう。小さいこの頃から社会性が育っていることが伺えます。幼児園では、「楽しみながら身体を鍛

えよう」をテーマにした時間でのこと。きいぐみではこの日、２チームに分かれ、綱引きをしていました。

負けてしまったチームに下を向いて泣き始める子がいて、その様子に気づいた同じチームの子が駆け

寄り、「すごい力を出したのに負けたー。悔しいね。でも、先生がまた今度やるって言ったよ。その時、ま

た頑張ろうや。」と大人顔負けの言い回しで声をかけています。その直後、次の運動あそびの準備が

整うと、その子は涙をぬぐい、自分で気持ちを立て直し、走ってみんなの中に入って行きました。悔し

い気持ちを分かち合おうとする姿にほっこりします。 

子どもたちは、０歳のお家や保育園での愛情いっぱいの環境からスタートし、人としての成長の道すじを

一歩いっぽ進んでいます。この乳幼児期は、やりたいことを存分に意欲的に取り組む中で、色いろなことを

発見し、感じ、そして考え、様ざまな力や心が育まれていきます。同時にたくさんの人とふれあい、そのぬくも

りを感じながら、自分のことだけではなく、人のことを思いやる気持ちも育っています。成長まっさかりの子

どもたちが、もっと豊かに育ってくれるよう、おうちの方と保育園は一人ひとりの子どもをまんなかにおき、そ

れぞれの個性と育ちのペースを尊重し、いきいきわくわくと充実した毎日を過ごせるよう、同じ思いで支え

ていきたいなと思うところです。子どもたちの声、思いをこれからも共有していきましょう。 

さて２日目のお昼、しろぐみさんみんな、達成感、安堵感いっぱい、そして「自信がついたよ」と言わんば

かりに、背筋を伸ばし、ちょっぴり顔も上向き、その上、満面の笑みで戻ってきました。これからの姿がとても

楽しみです。 

日中は残暑が厳しくもありますが、空を見上げると秋らしい雲が漂い、少しずつ秋が感じられるよ

うになってきました。4 月から早くも半年が過ぎ、少しずつ秋が深まっていくと同時に、子どもたちのあそび

も広く深く展開されていきます。今月も子どもたちのいきいき、ワクワクした様子を日々、お伝えできればと

思っています。   

                                                                   園長  香川 寮子 

 

※お泊り保育の楽しそうなエピソードは主任より、「にじいろプロジェクト」にてお伝えしています。 

ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 


